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研究課題名：中等国語科指導実践を甲斐利恵子先生に学ぶ
研究代表者：広島文教大学　岡　利道・猪川優子

甲斐利恵子先生講演会　～私の国語学習室～

日　時　　₂₀₂₀年 ₁ 月₂₄日（金）₁₆:₃₀～₁₈:₃₀（時間には質疑・応答分も含む）
会　場　　広島文教大学教育学部棟₁₂₁教室
主　催　　広島文教大学教育学会
概　要

　当日は金曜日の午後 ₄時半からという時間設定

でしたが、それにもかかわらず教育現場から駆け

つけてくださった先生方を含め、₃₀名を超える聴

講者がありました。始まるや否や、その誰もが甲

斐先生の柔らかな口調に引き込まれ、あっという

間に時間が経っていたように感じられました。

　講演会開催の主旨は、変革のこの時期、長年

に渡り国語科教育の実践研究を精力的に行って

こられた甲斐先生をお迎えし、今後の指導のあ

るべき姿をご教示いただくということでした。

　甲斐先生は福岡県のご出身で、学生時代から

大村はま国語教室に学び続けてこられました。

現在は東京都港区立赤坂中学校教諭としてご多

忙な毎日を送られています。国語科単元学習を

専門として実践研究をお続けになられ、光村図

書中学校『国語』教科書編集委員としてもご活

躍中です。以下、講演の一端をお伝えし、報告

とさせていただきます。

　講演会のポスター、甲斐先生の当日の写真は

次のとおりです。

2020年 1月 24 日（金）

16:30～18:00
甲斐利恵子先生講演会

―― 広広島島文文教教大大学学教教育育学学会会 後後援援 ―― 

講講演演題題目目  私私のの国国語語学学習習室室 

会会  場場  広広島島文文教教大大学学 教教育育学学部部 11 号号館館 

（（教教育育学学部部棟棟）） 112211 教教室室 

講講  師師  甲甲斐斐 利利恵恵子子 先先生生 

（（東東京京都都港港区区立立赤赤坂坂中中学学校校教教諭諭））

ごご 案案 内内 

どどななたたででもも参参加加ででききまますす（（無無料料））がが、、人人数数制制限限ががあありりまますすののでで、、先先着着順順ととななりり

まますす。。申申しし込込みみ締締切切りりはは、、11 月月 2200 日日（（月月））ままでででですす。。おお早早めめににおお願願いいししまますす。。

講演会の主旨

変変革革ののここのの時時期期、、長長年年にに渡渡

りり国国語語科科教教育育のの実実践践研研究究をを

精精力力的的にに行行っっててここらられれたた甲甲

斐斐利利恵恵子子先先生生ををおお迎迎ええしし、、

今今後後のの指指導導ののああるるべべきき姿姿をを

ごご教教示示いいたただだききまますす。。 

甲斐先生プロフィール

福福岡岡県県ののごご出出身身。。学学生生時時代代

かからら大大村村ははまま国国語語教教室室にに学学

びび続続けけててここらられれままししたた。。現現

在在はは東東京京都都港港区区立立赤赤坂坂中中学学

校校教教諭諭ととししててごご多多忙忙なな毎毎日日

をを送送らられれてていいまますす。。国国語語科科

単単元元学学習習をを専専門門ととししてて実実践践

研研究究ををおお続続けけにになならられれ、、光光

村村図図書書中中学学校校『『国国語語』』教教科科

書書編編集集委委員員ととししててももおお務務めめ

にになならられれてていいまますす。。 

 

おお申申しし込込みみ先先 

 

広広島島文文教教大大学学教教授授 岡岡 利利道道 

 

tt..ookkaa@@hh--bbuunnkkyyoo..aacc..jjpp 宛宛 

 

必必ずず、、所所属属・・おお名名前前・・メメーールル

アアドドレレスス・・駐駐車車場場利利用用のの有有無無

ををおお知知ららせせくくだだささいい。。 

受受付付後後、、申申込込完完了了ののメメーールルをを

返返信信ししまますすののでで、、ごご確確認認くくだだ

ささいい。。

甲斐先生のご著書

【目次 より】

I章 国語教師のプロフェ

ッショナリズム

1 国語教師の仕事ー中学

校国語教師のプロフェ

ッショナリズムー

2 授業づくり 1ー授業の

構想・設計(組織化)ー

3 授業づくり 2ー授業運

用技術と国語学習室づ

くりー

4 国語教師像ー備えるべ

き格ー  （後略）

研究支援報告
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　紙幅の関係から、ここでは講演の冒頭部分を

中心としてご紹介します。それは、教師をめざ

して学ぶ時期、そして教師としてのいわゆる

「駆出し」の時期において、甲斐先生が如何なる

苦労を経て自分らしさを発見していかれたのか

が、とてもリアルに語られていると考えたから

です。とりわけ本学会の学生会員の皆さんに、

大いに参考になると思います。甲斐先生が学部

生・院生だった頃、及び東京都の中学校教師と

なられてから以降のことが語られていきますが、

そこで登場する人物や団体名を予め紹介してお

きます。

大村はま‥日本を代表する中等国語教師の一人。

いわゆる「国語単元学習」の開拓者。その実践

は、今も高く評価されている。

倉澤栄吉‥日本国語教育学会を長らく牽引した

国語教育研究者。筑波大学他で教育・研究に従

事。小学校現場から教師人生が始まったことは、

あまり知られていない。

湊　吉正‥甲斐氏の恩師。筑波大学教授を歴

任。

安居總子‥後出の「青国研」で大村はま氏の後

輩として活躍し、現場人としても優れた実践を

残し、後には研究者として歩んでいる。甲斐氏

はその後輩に当たる。

日本国語教育学会‥国語教育関係の学会であり、

現場教師の会員が多いのが特色である。

青国研‥東京都青年国語研究会。大村はま氏を

はじめ著名な実践家を多く輩出している。

島根国語懇話会‥日本国語教育学会の島根県支

部という色彩が強い研究会。倉澤栄吉氏、桑原

隆氏（氏も筑波大学教授であった）、安居氏が長

年にわたって夏期研修会の講師を務めてきた。

現在は、安居氏と甲斐氏が務めている。

•••••••••••••••••••

　先ほどの講師紹介の中で少し違うかなと思う

のは、大村はま先生のご指導を受けたというと

ころです。勝手に自分が師匠だと二十歳の時に

決めてしまいました。

　その二十歳の時、大村先生の『教えるという

こと』に出会ってしまいました。それを読んだ

時に最初に思ったのが、九州の生まれなんで、

「この人は何ば言うっとやろか」っていう思いで

した。子どもが好きで教師になろうと思ってい

る私に向かって、って言うはずないんですけど、

私に向かって子どもが好きっていうことは何の

理由にもならない、むしろ邪魔になることで

しょ、というようなことが書いてあります。

えー、何でそんなこと言うの。冷たい奴って思

いました。

　それで大村先生のことは、それが衝撃的で、

この人がそこまで言ってることは一体何なの

かっていうことが大変気になって、それから真

剣に大村はまの書籍とかそういうのを読むよう

になりました。大村先生の書いたもの、どこか

でお話しになること、そういうのは全集も含め

て、本当にこの人のことを知りたいと思った。

いわゆるそうゆうふうに「何ば言うと」と思っ

ていたにかかわらず、この人に惹かれて行く自

分というのがあって、そういう時に初めて私淑

するっていう言葉を覚えました。

　つまり、私淑するって、私っていうのと淑女

の淑ですけども、私淑するっていうのは、相手

はこっちのことを弟子とも何とも思ってないけ

れども、こっちは勝手に憧れて、師匠とするこ

とを私淑するっていいます。二十歳の時にこの

人を私淑して、この人に追いついてみたい、そ

んな野望を抱いていて、若いっていいですよね。

いつか自分はね、大村はまになれるって思って

たんです。もう、全然なれませんでした。今自

分が思うに、わかればわかるほど、大村先生の
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偉大さがわかってきます。現場で子どもが見え

れば見えるほど、大村先生は遠くへ行かれる。

そういう存在をもって師匠と呼んでいいんでは

ないでしょうか。

　だから、大村先生が私のことを指導したって

いうことは殆どありません。私が勝手に大村先

生の追っかけをやってまして、どこに行っても

大村のいるところあのなんか訳のわかんない女

の子がいるっていう。ともかくもうこの人の全

てを自分のものに受け入れたい、体の中に入れ

たいと思いながらひたすら追っかけをしてまし

た。

　で、ある時、大村先生の教室で授業があるっ

て時に、若い先生のことを教室に入れないとい

う指示がありまして、これはどっかにも書いた

のでご存じの方ももしかしたらいらっしゃるか

もしれませんけど。大村先生は自分のためにな

らない人を教室に入れないってことを徹底した

お考えの方です。ちょっと友だちにはなりたく

ないなってその時思ったんですけども。もう師

匠ですからハイっていう感じだったんですけど

も。向こうは知らないんですよ。でも、どうし

ても大村先生の息遣いとかいうことが知りたく

て、その当時日本国語教育学会の会長をなさっ

ていた倉澤栄吉っていう先生に、「先生、大村先

生の教室に行かせていただけないでしょう

か。」って頼んだら、「そんなに行きたいの。力

のない人は入れないんだよ。」と。「力がないか

ら行かせてください。お願いします。」って、無

理にお願いしました。そしたら、倉澤先生と、

湊吉正先生が私の指導教官だったので、その湊

先生と倉澤先生で大村先生に、「大村さん、すま

ないけれども、若い女の子なんだけれども、

入ってもいいかな。この子がいるって思わない

でくれる。」って言ったんですね。そしたら、大

村先生、「どうしてかしら。でも、倉澤先生がそ

こまで言ってくださるんだったら。」って言っ

て、連れてってもらったのが最初でした。

　大村はま先生は、大村はま実践国語の会って

いう大会を一年に一回やっておられて、膨大な

資料ですね。もう、一つの単元で、生徒に配る

実践の束がこんなになっちゃうっていう、一人

がですよ。そういう単元をなすってたんです。

その資料作りを子どもたちに手伝わせたりする

ことを全然やっておられず、とにかく自分でや

る、あるいは、青国研の仲間でやるって決まっ

てたんです。「その資料作りにこの子使ってくだ

さい。」倉澤先生の意図としては、「舞台裏を見

てこい。」ということだったと思うんですけど

も。教室に入らないまでも、大村先生が仕事を

している図書準備室に行って仕事を手伝いなさ

いって言ってくださいました。

　で、私は手伝いに行くんですけども、大村先

生はもう晩年というか、実践者としての晩年の

時期でした。校長先生とかが、大村先生を少し

ちょっと敬遠していて、大村関係者が学校に来

ることを嫌がってた時期でした。なので、私は、

石川台中学校に行くと、靴を脱いだものをちゃ

んと袋の中に入れて、来たってことがわかんな

い、校長の来ない時間帯に行ってですね、黙っ

て図書準備室に行ってですね、そして何千枚と

いう資料をひたすら一日中刷り続ける。そして、

大村先生がいても、「おはようございます。」と

も一言も言わない。それは、いないものと思っ

てくださいと言われた。そのことを実践するっ

てことは、つまり大村先生に何も話しかけない。

大村先生も徹底していて、「手伝ってくれて、ご

苦労様。」の一言もありません。

　それを朝から晩まで一週間通してやり続け

るっていう任務につきました。毎日毎日埼玉の

家から東京の石川台中学校に通って、そして、

朝行くと、これとこれとこれを一冊、何枚と書



広島文教教育　35巻

─　　─146

いてある紙を見て、黙々と働き続け、大村先生

が授業の合間に図書準備室に帰ってくる度にど

きっとして、でも、何も言わずに黙々とやり続

け、そういう学生でした。とにかく、追っかけ

るってことに徹してたわけですね。

　そして、国語教育の実践大会が行われた時に

は、その会場には、お歴々の方々いっぱいい

らっしゃる中で、若いもんがはじの方で、話を

聞きたい、授業を見たいっていうことで、見さ

せていただいたりしていました。ですので、直

接の話とかはしておりませんし、それから、倉

澤先生が東京教育大の内留生、現場の先生たち

を連れて月一回行かれる会にも連れて行ってい

ただいて、「いないものと思ってください。」と

いう立場で参加しておりました。

　その時に、私が描いていた大村はまっていう

のは、すごい先生で、素晴らしい先生で、もう

神様みたいな人って思ってて、どんなことを

おっしゃるのかなぁって見に行ったら、授業が

始まる時、子どもたちが走ってきます。図書室

に走ってくるんです。授業にあんなに生き生き

と、授業するぞと走ってくるって、自分が現場

に出てからそういうことありませんけれども。

子どもたちが走ってきて、すぐ、ノートやあれ

を開いて、作業を始めます。その作業を始めて、

チャイムが鳴っても、大村先生は一言、小さな

声で、「始めましょ。」って言って始まるんです。

そして、授業中、大村先生の声は一言も聞こえ

ないです。「大村先生、どこにいるのかな。」と

思って、立ち上がってこうやって見てると、「座

れ。」とか言われて。倉澤先生に、「座れ。」って

言われて。「そうか。」と思って、「つまんない

な。なんだ、どうしてこんな先生が素晴らしい

んだろう。」っていうのが一番最初の感想です。

　いくら見ても、何回見ても、そのよさがわか

らなかった。それで、ぼんやりしていたら、小

さな紙が回ってきて、倉澤先生の字で、「どこを

見ている。子どもを見よ。」っていう紙がきまし

た。「えっ。」と思って、そうか、先生を追っか

けるのではなくて、子どもを見るのかと思って、

子どもを見たんですね。そしたら、子どもを見

たら、子どもは黙々と仕事をしているんです。

作業してるんです。そいで、「大村先生が見え

た。」と思ったら、小さな声で、囁くようにその

子と話をして、そしてその子がまた黙々と作業

する。見てて、こんなつまんない授業ないです

ね。何も。

　その時、思ったんです。今の私に、生身の大

村はまから何も学べない。こんなに本を読み、

講演会を聞き、いっぱい何度も本を読んで、

ノートも取って、様々に勉強してきた私には、

今、大村はまから学ぶことは何一つできないん

だ、と覚悟を決めました。現場に出てから、子

どもたちの姿を見てから、もう一度生身の先生

から教われたらいいなと、ふと思って、そして、

もう生身の先生にくっつくことはやめました。

自分の実践を充実させて、大村先生の書籍から

学んだことを、とにかく現場でやってみて、そ

してそのことを学んでから、大村先生に教えて

いただこうと、心に決めたんですね。

　だから、私は、大村先生のお手伝いをして、

その後子どもたちがいなくなって、これでもう

最後の日って時に、大村先生が一言こう言いま

した。「頑張るわねっ。強い子ね。」とおっ

しゃったんですね。そうか、見てたのか。いな

いと思ってくださいっていうことを徹底してや

り続け、そして、「あなたは、本当に頑張る子

よ。」と一言、言ってくださったんですね。も

う、それで十分でした。

　それで、私は何をしたかっていうと、先生は

青国研の人ですし、今青国研の責任者っていう

か、安居先生が会長ですけども、事務局をやっ
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てるので、私の学校で研究会をやっています。

で、その流れからすると、弟子みたいに言って

くださる人もいますし、直接大村先生から教

わったと思ってくださる人もすごく多いんです

けども、私は何も教わったことはないんです、

直接。

　一回だけ、青国研という勉強会にいらして、

一言皆さんに、私にじゃなくて、皆さんに言っ

た言葉は、「勉強にくるのに、行こうかなあ、行

くのやめようかな、そういうことを思うもので

はありません。勉強会は必ず行くものです。学

校に行くか行かないか迷わないでしょう ?　勉

強するって、そういうことですよ。」と、一言

おっしゃいました。それが、自分をずっと支え

ています。勉強する、学び続ける、教師であるこ

とが、如何に国語教室を魅力的にするのかという

ことを、その一言で言われたんだと思います。

　大村先生は、そういうふうにして、私の師匠

としてあり続けています。なので、大村先生か

ら、直接教わったことは、ほんのそれだけです。

島根国語懇話会でご一緒した時も、隣にいてい

らしても、口をきいたことがありません。私は、

何度その研究会をやった後も、大村先生が倉澤

先生にご馳走したくて、お世話になったお礼

にって言って、すっごい美味しい懐石料理の店

に、大村先生がご招待なさいました。その時に、

「あなたも、いらっしゃい。」って言われて、「あ

あ～。」とかと思いながら、タクシーで隣に大村

はまがいて、大村はまと触れ合ったりしている

わけです。でも、私は一言も、もう何も私が生

身からは教わることはできないのに、話しかけ

る資格はないと思い続けている、頑なな自分が

いて、一言も口をききませんでした。

　だから、こんなにまで身近にいるのに、その

人から教わるチャンスがあったにもかかわらず、

教わらないっていうことを通していました。で、

先生から離れた時に、私は何時も「大村はこの

時どうするだろうか。大村はこういう時、きっ

とこうするだろう。」と思いながら、実践を何十

年もしてきたという、そういう経緯です。だか

ら、よく、「弟子だよね。」とか、「よく教わった

んだよね。」って言われるんですけど、そういう

ことじゃないんです。ただ、私を形作っている

のは、大村はまの考え方に追いつこうと思って

いる自分です。だから、全然オリジナルなこと

なんて、多分、「掘り起こしてみると、全て大

村。」ではないかと思います。

　でも、大村先生が言ってたように‥、「自分と

いうものが教室を作る限り、教室は、全て違う

教室です。」っていうことを仰っていました。だ

から、私が大村はまになろうと思ったことは間

違いで、大村はまのように、自分の教室を作る

人になろう、と思わなきゃいけないなっていう

ふうに思って、ここまできたって、その成果が

これだけかっていうことになるかもしれません

けど、そういう私の国語教室を皆さんにお伝え

しようと思って、今日はやってきました。

　自分の中に師匠がいるってことが、如何に幸

せなことか、皆さんに伝わるといいなと思って

います。憧れたら、とことんその人について行

く。そういう思いが、何か人を勇気づけたりな

んかするんじゃないでしょうかね。その人を追

い越せない自分というのが、自分を励ましたり

叱ったりするっていう、なんかその超えられな

いって神と崇めることじゃない、その人をいつ

も追い続けたいっていう思いがですね、なんか

自分を支えてきたように思います。もし皆さん

の心の中に憧れの先生がいたら、是非その人に

ついってってもらいたいって思います。追っか

けして、いいこといっぱいありますよ。なので、

そういうことで、やっていけたらいいなと思っ

ています。
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　この後は、当日配付資料（後掲・抄）をもと

にして、ご著書の内容や日頃の実践について、

学生会員にも分かりやすいように、具体的に国

語学習室運営についてお話しいただきました。

　講演会の企画・運営をした立場から、一言申

し添えさせていただきます。上述の如く、学

生・院生時代からの回想を中心として、大村は

ま氏に私淑されたことを振り返り、甲斐氏に

とって大村はま氏の存在とはどのような意味が

あったのかを再確認されたのだと受け止めまし

た。一人の国語教師が、理想とする先輩教師を

心に持つということが如何に意義深いことであ

るか、ひしひしと伝わってきます。それは、同

時に、その時に参加していた学生たちへのメッ

セージであり、エールでもあると考えます。憧

れの気持ちを抱くという尊い営み。いつまでも

大切にしたく思います。甲斐先生、本当にあり

がとうございました。
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当日資料（抄）
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